
 

コース１０ 粟島周遊
あわしましゅうゆう

 

リーダー  ＣＬ M/K    SL T/H 

実 施 日  平成 2８年５月２８日（土）～２９日（日）  

天  候  晴れ 

参 加 者  １６（男性 ５  女性１１） グレード B 

コースポイント 

ポイント 到着時間 出発時間 備  考 

28 日秋葉区役所前  7：30 新津駅西口で 5 名乗車し一路岩船港へ 

粟島・内浦港 10：35 10：50 出迎えの民宿の車に不要の荷を預け歩き出す 

小柴山・粟島灯台 12：05 13：00 265.6m の山頂、一等三角点もある。ゆっくり昼食 

県道分岐 13：35 13：45 北周りルートの分岐点 そちらを回ると絶景が一人占め 

釜谷の民宿 14：20 9：30 思いのほか早く釜谷に到着 

29 日八幡神社入口 10：00 10：10 前日 10 名で神社まで登ったがその先の景勝地は行けず 

内浦海水浴場 11：30 12：30 海を見ながら昼食。我々の乗るカーフェリーが入港 

おと姫の湯 12：50 14：40 温泉で汗を流す 

岩船港 16：55 17：05 内浦港から定刻通り到着 迎えのバスに乗る 

秋葉区役所前 18：05  休日のせいか混雑も無く予定より早く到着出来た。 

山行等概要（幹事のコメント） 

・ 幸運にも両日とも晴天に恵まれた山行だった。 

・ 泊まった民宿での豪華な夕食（昨年内浦で泊まった民宿とは真逆）と翌朝のわっぱ煮の朝食も実に

美味しく皆さんに喜んでいただけたようだ。担当幹事としては望外の喜びとするところです。 

・ 歩いた 15 キロは全てが舗装路であった為、かなりふくらはぎに疲労を感じた人がいただろうと思

う。 

・ ともあれ皆さんの協力のおかげで無事終了できたことに感謝したい。 

 

 



 

「ゆったり粟島周遊」 

（１５７１）K/T  

 

美しい風景と植物 

２日間お天気に恵まれて、気

持ち良く歩くことができまし

た。４５年振りの粟島は道路が

すっかり舗装されて港も整備さ

れていましたが、美しい風景は

そのままでした。 

 

１日目内浦から釜谷まで

は山道でずっと緩い上り、

緑がとても綺麗で気分爽快

です。色鮮やかな桐の花は

大きくて、秋葉山で見る桐

とは別の花と思うくらいで

す。周りの山々は、竹林が

ずっと広がって壮観な眺

め！オオイタドリは道沿い

の斜面いっぱいに生え、風

に揺れていました。とにか

く、みんなジャンボサイズ

です。小柴山に建つ粟島灯

台までは、セメントの階段

でしたが、ここも、大きな

蕗や野蒜があり、山菜採り

をしたい気分…。頂上で

は、灯台下の日陰に並ん

で、展望を楽しみながら、

おしゃべりして食べて、の

んびりしました。釜谷の民

宿に着いてから時間がたっ

ぷりあったので、塩竈六社神社・八幡神社方面まで散策。長い階段が少々堪えましたが、そ

の先の畑のジャガイモの花やウツギの白い花見ながら、歌を歌って懐かしい気分になりまし

た。 

 

２日目、釜谷から内浦までの海岸通りは、もっぱら海を眺めました。昨日はぼんやりして

いた水平線が、今日ははっきりとして岩場には、釣り人とウミウ、波は青く穏やかで観光船

が行き交います。海岸線は、岩場・砂浜・大きな丸い石が並んでいる浜と変化に富んでお

り、十分楽しむことができました。イワユリやハマエンドウ・ハマヒルガオも見ることがで



 

き、粟島を感じることができました。ほかにも、新津のどこにでも見られる野草の花が、粟

島では群生して咲いていて、美しく感じられます。マンテマ・コメツブツメクサ・コウゾリ

ナ etc…。 

乗馬をしている人・草を食む山羊・胸を打たれた句碑の短歌や俳句の数々、強い風に負けず

に生えていた盆栽の様な力強い大きな木々。印象に残りました。 

 

大満足のご馳走 

粟島のもう１つの魅力は海の幸たっぷりの魚料理。夕食

は、おさしみ・焼き魚・サザエの壺焼き・煮魚・えご・海

藻や山菜の和え物など品数も量もたっぷり、ガラの入った

お汁の美味しかったこと!デザートはスイカでした。 

翌日は、海辺の小屋で風に吹かれて青い海を眺めながらの

朝食。朝早くから準備をして下さったわっぱ汁。焼けた石

を入れた時のぶわっと煮立った様子をみんなで見て、熱々

のところをいただきました。もちろんお刺身も…。美味し

かっただけでなく、民宿の女将さんたちの爽やかな応対に

も大満足!! もう１度行きたいと宿です。 

 

親切で温かい人たち 

今回出会った粟島の人たちは素敵な

人たちばかり…。 

手袋を忘れた私が売っているお店を

尋ねると、「やるわね。」と言って、

高い棚の上を探して出してくれまし

た。自転車に乗った子供たちは口々

に「こんにちは！」と元気なあいさ

つ。おみやげ屋さんでは、丁寧な説

明と「またきてね。」と優しい笑顔。

「おと姫之湯」の受付の方は、わざ

わざ電話で問い合わせて、私が聞い

たことに答えてくれたのです。「カフ

ェそそど」のご夫婦も赤ちゃんを抱

きながら、美味しいコーヒーを出し

てくれました。 

 

いつもの山行とちょっと違ったのん

びり・ゆったり旅粟島周遊の旅、思い

出に残る楽しい旅、お世話下さったリ

ーダーや役員の方々、本当に有難う御

座いました。 

 


